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　「救急の日」及び「救急医療週間」は、救急医療及び
救急業務に対する国民の正しい理解と認識を深め、救急
医療関係者の意識の高揚を図ることを目的に昭和５７年
に定められました。以来、毎年９月９日を「救急の日」
とし、この日を含む１週間（日曜日から土曜日まで）を

「救急医療週間」としています。
　今年は、９月４日（日）から９月10日（土）までが「救
急医療週間」であり、全国各地で各種行事が開催されま
した。消防庁では、厚生労働省、一般社団法人日本救急
医学会及び一般財団法人日本救急医療財団とともに、９
月４日（日）にお台場「アクアアリーナ」において「救
急の日2016」のイベントを開催しました。
　９月９日（金）には、平成28年度救急功労者表彰式
を執り行い、東京都千代田区のＫＫＲホテル東京におい
て、救急業務の推進や社会公共の福祉の増進に顕著な功
績があった方々を表彰いたしました。
　また、消防庁では救急の日に合わせて「救急車の適正
利用啓発イラスト」を作成し、消防庁ホームページに掲
載しました。

救急企画室

「救急の日2016」及び「平成28年度救急功労者表彰式」
の開催

１．はじめに

２．「救急の日2016」のイベント

　メインステージでは、日本赤十字社による来場者を対
象とした応急手当指導、日本AED財団減らせ突然死プ
ロジェクト実行委員会によるシドニー五輪メダリスト源
純夏さんと心停止からの生還者のライブトークや子供た
ち向けの簡単救命講習、そして消防庁と日本救急医学会
による救急車の適正利用ショートムービーコンテスト最
終審査会などが催され、大いに盛り上がりました。
　その中でも、救急車の適正利用ショートムービーコン
テストにおいては、地域の限りある救急車を有効に利用
する方法を考えていただくきっかけとなるような２分以
内の動画を広く国民に募集しました。イベント当日、有
識者による１次審査を通過した各部門（一般・学生A・
学生B）※３作品を会場で上映し、有識者による事前投

票と当日の来場者による投票を合わせて各部門の最優秀
賞を決定しました。
　最優秀賞・優秀賞を受賞した計９作品は、消防庁ホー
ムページの特設ページ「救急車の適正利用ショートムー
ビーコンテスト」http://www.fdma.go.jp/neuter/
topics/fieldList9_5.html に掲載しておりますので、各
都道府県・消防本部におかれましては、動画をダウンロー
ドしていただき、団体のホームページへの掲載や応急手
当講習等において、積極的に地域住民に対しての啓発に
御活用ください。
※�応募資格は、学生Aは大学生・専門学校生、学生Bは高校生以下

ハートラちゃん、ぐんまちゃん、消太もイベントを盛り上げました

日本赤十字社の応急手当指導の様子

救急車の適正利用ショートムービーコンテスト受賞者の記念撮影

http://www.fdma.go.jp/neuter/topics/fieldList9_5.html
http://www.fdma.go.jp/neuter/topics/fieldList9_5.html
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【参考情報】消防庁ホームページ掲載画面

「救急車の適正利用ショートムービーコンテスト」　
http://www.fdma.go.jp/neuter/topics/fieldList9_5.
html

「救急車適正利用啓発イラスト」の一例
http://www.fdma.go.jp/concern/tekiseiriyou/
tekiseiriyou_jpeg.html　
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2016/09/20http://www.fdma.go.jp/neuter/topics/fieldList9_5.html
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2016/09/20http://www.fdma.go.jp/concern/tekiseiriyou/tekiseiriyou_jpeg.html

←ＱＲコードをスマートフォンなどで→
　読み取ることで簡単に接続できます。
　是非、御覧ください！

http://www.fdma.go.jp/neuter/topics/fieldList9_5.html
http://www.fdma.go.jp/neuter/topics/fieldList9_5.html
http://www.fdma.go.jp/concern/tekiseiriyou/tekiseiriyou_jpeg.html
http://www.fdma.go.jp/concern/tekiseiriyou/tekiseiriyou_jpeg.html
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問合わせ先
　消防庁救急企画室　小久江補佐、森川専門官
　　　　　　　　　　高川事務官、足立事務官
　TEL: 03-5253-7529

総務大臣表彰の授与

３．平成28年度救急功労者表彰式

４．おわりに

　表彰式は、９月９日（金）にＫＫＲホテル東京におい
て、盛大に挙行されました。来賓として、全国消防長会 
高橋淳会長及び一般財団法人救急振興財団　髙部正男理
事長に御臨席いただきました。
　受賞者の皆様は、永年にわたり、救急隊員の教育・指
導、救急患者の積極的な受け入れ、応急手当の普及啓発
推進などに御尽力され、各地域の救急医療や救急業務を
支えてきた方々であり、総務大臣表彰１３個人・２団体、
消防庁長官表彰２０個人が受賞し、高市早苗総務大臣及
び青木信之消防庁長官から表彰状及び記念品が授与され
ました。

平成28年度救急功労者表彰受賞者
（五十音順・敬称略）
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○団体表彰
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城市郡医師会病院（宮崎県推薦）
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（三重県推薦）

消防庁長官表彰
○個人表彰
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（福島県推薦）	 ・細
ほそ

川
かわ

　隆
たか

憲
のり

（香川県推薦）

・松
まつ

尾
お

　秀
ひで

雄
お

（長崎県推薦）	 ・源
みなもと

　　克
かつ

己
み

（大阪府推薦）

・森
もり

　　浩
こう

三
ぞう

（北海道推薦）	 ・山
やま

田
だ

　俊
とし

哉
や

（京都府推薦）

　今後も消防庁では、都道府県や市町村、関係機関等と
連携し、救急医療及び救急業務に対する国民の正しい理
解と認識を深めていくとともに、「救急車の適正利用」
について、各種広報媒体を有効に活用するなど、救急業
務のより一層の充実強化を図っていきたいと思います。

消防庁長官表彰の授与

記念撮影


